
◆平成２９年１０月１６日開催庁議◆ 

１．市長挨拶 

○市議会第３回定例会が無事終了し、議案及び認定案の議決･承認をいただくことができた。 

また来週には衆議院議員選挙も控えており、選挙管理員会事務局の指示に基づき遺漏のないよう対

応をお願いする。 

○本市行政は、第 5 期恵庭市総合計画及び総合戦略に基づき様々な施策･事業を進めている。 

このことについて、市役所全体で共有し、職員一人ひとりが共通意識を持ってもらいたい。例えば、

企業誘致を進める中で、所管する経済部以外の工業団地造成に関連したインフラ整備やソフト施策

がついていかないと、企業側から見ると「恵庭市の方向性が見えない」と言うことになってしまう。

施策の目的に向って全市的に進めていくという視点を持ってもらいたい。工業団地に限らず、子育

て支援の取組も同じく、みんなで目的を共有しながら進めていくことが重要である。こうしたこと

は、すべての職員に浸透していくようお願いしたい。 

○今回の議会は私の任期最後の議会であり無事終了することができた。公約の中には実現できないも

のもあったが、概ね達成できたのではないかと感じている。これもひとえに職員のみなさんのおか

げであり感謝申し上げる。 

 

２．議事 

（１）年次有給休暇、夏季休暇の取得促進について【総務部】 

◎資料に基づき、総務部長説明  

○年次有給休暇と夏季休暇について１月から９月までの取得状況を取りまとめた。年次有給休暇は

６．１６日であり前年比マイナス０．１２日、夏季休暇は２．３６日であり前年比プラス０．４

６日となっている。 

○恵庭市特定事業主行動計画では年次有給休暇取得日数の目標を年１２日以上としていることか

ら、計画的な業務遂行に心がけ、職場内で声を掛け合いながら休暇取得促進をお願いする。 

 

（２）平成２９年度管理職マネジメント研修について【総務部】 

◎資料に基づき、総務部長説明  

○人材育成基本方針及び組織マネジメント推進計画に基づき研修を開催する。課長職３年未満の職

員を中心に参加をお願いする。内容は副市長講話と外部講師による講義である。 

 

（３）平成３０年度予算編成方針について【総務部】 

◎資料に基づき、総務部長説明  

○例年に比べ約半月早い示達となる。国の地方財政政策としての「骨太方針２０１５」では、平成

３０年度までにおいて、平成２７年度地方財政計画水準を確保するとしており、本年８月の地方

財政収支の仮試算も同様の考えであった。 

○恵庭市の平成２９年度予算編成では、財源対策として財政調整基金の取り崩しを講じており、今

後も引き続き収支改善の取組を強化する必要があることから、平成３０年度予算編成では扶助費

及び団体への補助金を除き、原則として配分予算にマイナスシーリングを設定する。 

○歳入面ではふるさと納税による寄附を含む特定目的金の活用や、歳出面では行政改革の取組を積

極的に予算に反映されたい。 



○厳しい財政状況にあっても、総合計画、総合戦略を推進し恵庭の発展につなげていくことと、持

続可能な財政運営の両方を実現できるよう課題解決に取組んでもらいたい。 

○総括的事項は、（１）一般財源配分方式の継続、（２）配分額へのマイナスシーリング、（３）事務

事業の見直し、（４）歳入確保、（５）各基金の有効活用、（６）配分予算組換など部内調整、（７）

配分予算も査定対象とする、（８）予算要求に関する情報公開などについて記載する。 

 

（４）メール配信サービスの登録状況について【総務部】 

◎資料に基づき、総務部長説明  

○恵庭市メール配信登録は全職員の９４％が登録された。また防災アプリ及び道防災情報メール配

信サービスも多くの職員に登録いただいた。 

 

（５）平成２９年度職員非常招集訓練について【総務部】 

◎資料に基づき、総務部長説明  

○昨年度実施した電話による伝達訓練に引き続き、今回はメールによる伝達訓練を行う。対象職員

は非常勤･臨時職員及び長期休暇者を除く全職員。予定期間は１１月６日～１０日の間に１日で、

期日を明らかにしないブラインド方式で実施する。伝達のみであり、実際の登庁は行わない。 

 

（６）物資輸送訓練の実施について【総務部】 

◎資料に基づき、総務部長説明  

○北海道が実施する総合防災訓練に、本市参加の要請があり物資輸送訓練を行う。内容は千歳市の

１次物資集積拠点から、本市の物資集積拠点である総合体育館へ輸送された物資を市内小学校７

校及び黄金ふれあいセンターへ輸送する訓練である。 

○黄金ふれあいセンターでは、訓練当日に防災学習会を予定しており、会場には高橋はるみ知事も

来恵する予定である。 

 

（７）市職員によるきれいなまちづくり秋のキャンペーン実施要領【生活環境部】 

◎資料に基づき、生活環境部長説明  

○１０月２３日～３０日の土日を除く６日間の実施とし、職員が拾ったゴミは市役所第２駐車場で

回収する。またごみ袋は各自用意したレジ袋でかまわない。 

 

（８）ウォームビズの実施について【生活環境部】 

◎資料に基づき、生活環境部長説明  

○冬季間の室内温度を１９度に設定し、服装や室内の工夫によりエネルギー使用量と二酸化炭素発

生を削減し、地球温暖化防止に努める。 

○期間は１１月１日～３月３１日まで、対象範囲は市の公共施設及び全職員とするが、保育園、保

健センター、インフルエンザ対策の必要のある施設等は除外する。 

○暖房機器の稼動は終業１時間前を基本とし可能な限り短縮する。職員はセーターやカーディガン、

ベスト、ひざ掛け等を使用すること。 

 

（９）恵庭市ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ宣言にかかる職員のＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ賛同登録について



【生活環境部】 

◎資料に基づき、生活環境部長説明  

○国の取組に賛同し、今年、市長による「恵庭市ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ宣言」をした。 

宣言に基づいた取組を市全体で進めるため、職員全員の賛同登録をお願いする。 

 

３．その他 

 【保健福祉部長】 

◎第４９回がん予防道民大会ｉｎ恵庭の開催について 

がんに対する正しい知識の普及と図ることを目的に、特に若年層に対するがん予防の正しい知識

の普及とがん検診の重要性の啓発をテーマにがん予防道民大会ｉｎ恵庭を開催する。期日は１０

月２７日（金）１２時４５分から１５時５０分。若年層への普及が目的となっていることから若

い職員の参加について呼びかけるものである。 

 

 【経済部長】 

◎恵庭渓谷紅葉バスめぐりについて 

１０月６日から９日の４日間実施した。参加者数は４８９名で前年とほぼ同数であったが、一般

客を含む観光入込客数は、好天に恵まれ昨年度約７，２００名であったものが、今年度は１万２，

６００名と７５パーセントも増加した。今年はインスタグラム投稿を募り１００件以上の応募も

あった。海外への情報発信を意識しハイテク専門学校、北海道文教大学及びＡＬＴにも協力して

もらった。 

 

 

 


